
別表2　職員手当の状況
区分 八　潮　市 国
期
末
手
当
／
勤
勉
手
当

本市に
同じ

○平成23年度支給割合

6月期
12月期
　   計
職制上の段階、職務の
級等による加算措置

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60 月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
  1.35 月分  

有

退
職
手
当

本市に
同じ

○平成23年度支給割合

勤続20年
　〃　25年
　〃　35年
最高限度額
その他の　　  定年前早期退職特例措置
加算措置　　  （2％～20％加算）

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

定年・勧奨
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

▼配偶者 13,000円　　　　　
▼配偶者以外の扶養親族 6,500円
▼配偶者以外の扶養親族のうち16歳から
22歳の子について5,000円加算

▼借家（家賃12,000円を超える場合）
家賃の額に応じて27,000円を限度に支給
▼自宅（住宅の所有者で世帯主の場合）
新築・購入後5年間2,500円、その他1,000
円を支給

電車、バスを利用する場合は6カ月定期券
等の価格による一括支給を基本とし、1月当
たりの運賃等相当額55,000円を限度に支
給。乗用車などを使用する場合は、使用距
離に応じて2,000円～24,500円を支給。

本市に
同じ

本市と
異なる

本市に
同じ

扶
養
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

地
域
手
当

支給対象

支給率

支給対象職員数

国の指定基準に
基づく支給率

支給対象職員
１人当たり
平均支給年額

市職員

3％

3％

572人

121,579円

平
成
23
年
度
普
通
会
計

平
成
23
年
度
普
通
会
計

平
成
23
年
度
普
通
会
計

特
殊
勤
務
手
当

職員全体に
占める

手当支給職員
の割合

支給対象職員
１人当たり
平均支給年額

手当の種類

1.6%

27,000円

作業手当、
特殊自動車
運転手当

時
間
外
勤
務
手
当

支給総額

職員１人当たり
支給年額

130,708千円

290千円

（平成24年4月1日現在） 5
職
員
の
服
務
の
状
況

6
職
員
の
研
修
お
よ
び

勤
務
成
績
の
評
定
の
状
況

7
職
員
の
福
祉
お
よ
び

利
益
の
保
護
の
状
況

8
そ
の
他
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八潮市役所　☎048-996-2111

5月～平成27年3月
（毎回土曜日・全60回、1学年
30回、2学年30回)
午後1時30分～4時30分

期　　間

場　　所

対　　象

内　　容

在学期間

定　　員

費　　用

申し込み

5月～平成26年3月
（毎回土曜日・全11回）
午前9時30分～11時30分

市内在住・在勤の方
(小・中学生を除く) やしお市民大学卒業生

2年間（学習課程で、3分の2以
上の単位を取得した方には、卒
業を認定）

1年間（論文、研究発表を総合
的に評価し、修了を認定）

〈1学年〉
八潮市総合計画、歴史、商工
業・観光、リサイクル問題の現
状、地球環境問題、スポーツ体
験、副学長講話など
〈2学年〉
財政、環境、ボランティア活動、
地域とコミュニティ、学長講話、
自治基本条例、自主研究・自主
研究発表会（公開）など

指導者とのゼミ6回、
自主研究5回、
合同懇談会2回、
研究発表会（公開）1回

やしお生涯楽習館、八潮メセナなど

30人（申込順） 15人（申込順）

1学年につき1万円

指定口座へ振り込み

1万円

4月3日から15日まで（日・火曜日を除く）の午前9時30分から午後
4時30分までに、やしお市民大学運営事務局（やしお生涯楽習館
内）へ

やしお市民大学
第11期生

やしお市民大学大学院
第7期生

やしお市民大学
卒業生から
寄せられた感想

や
し
お
市
民
大
学

や
し
お
市
民
大
学
大
学
院

や
し
お
市
民
大
学

や
し
お
市
民
大
学
大
学
院

学
生
募
集

学
生
募
集

　
八
潮
の
ま
ち
を
知
り
た
い
方
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
た
い
方
の
入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
☎
○内
３
６
５
、
や
し
お
市
民
大
学
運
営
事
務
局
☎
951
・
0
5
2
1

授業風景

公開講座

　

平
成
23
年
度
の
職
務
専
念
義
務

免
除
の
承
認
件
数
は
、
研
修
を
受

け
る
場
合
が
553
件
、
厚
生
事
業
に

参
加
す
る
場
合
が
726
件
、
そ
の
他

市
長
が
定
め
る
場
合
が
41
件
で
し

た
。
ま
た
、
新
た
な
営
利
企
業
等

従
事
の
許
可
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

（1）
研
修
の
概
要
（
平
成
23
年
度
）

　

職
場
外
研
修
と
し
て
、
基
本
研

修
５
コ
ー
ス
、
管
理
・
監
督
者
研

修
１
コ
ー
ス
、
専
門
研
修
６
コ
ー

ス
、
派
遣
研
修
31
コ
ー
ス
に
職
員

を
参
加
さ
せ
、
修
了
者
数
は
、
延

べ
553
人
で
し
た
。

（2）
職
員
の
勤
務
成
績
の
評
定
方
法

　

毎
年
５
月
１
日
か
ら
10
月
31
日

ま
で
を
評
定
期
間
と
し
、
評
定
日

は
毎
年
11
月
１
日
で
す
。
評
定
は
、

所
属
長
な
ど
が
行
い
ま
す
。

（1）
福
利
厚
生
制
度
の
概
要

　

職
員
の
共
済
制
度
は
、
埼
玉
県

市
町
村
職
員
共
済
組
合
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

共
済
組
合
で
は
、
病
気
・
ケ
ガ

・
出
産
・
死
亡
な
ど
に
対
し
て
給

付
を
行
う
「
短
期
給
付
事
業
」
、

退
職
・
障
が
い
・
死
亡
に
対
し
て

年
金
ま
た
は
一
時
金
の
給
付
を
行

う
「
長
期
給
付
事
業
」
、
健
康
の

保
持
増
進
事
業
な
ど
の
「
福
祉
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

職
員
の
た
め
の
互
助
組
織
と
し
て

「
職
員
互
助
会
」
を
組
織
し
、
福

利
厚
生
事
業
の
外
部
委
託
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

（2）
公
務
災
害
な
ど
の
発
生
状
況

（
平
成
23
年
度
）

　

公
務
災
害
は
、４
件
で
し
た（
通

勤
災
害
は
な
し
）
。

　

平
成
23
年
度
の
「
勤
務
条
件
に

関
す
る
措
置
要
求
案
件
」
お
よ
び

「
不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申

立
て
」
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さまざまな講義を受けて、
八潮についてもっと知りた
くなりました。
新しい仲間と楽しく勉強で
き、八潮のことがわかり、
愛着がわきました。
グループで何度も打ち合わ
せをして団結できたので、
最後まで続けることができ
ました。

●

●

●


